
序

木
の
序
文
で
あ
る
。

此
盛
事
を
記

唐
宋
元
明
名
霊
展
覧
會
の
主
催
に
係
る
支
那
古
名
聾
展
覧
會
は
昭
和
三
年
十

一
月
二
十
四
日
よ
り
十
二
月
二
十
日
に
至
る
二
十
七
日
間
東
京
府
美
術
館
に

開
催
し
た
り
本
會
は
中
華
民
國
蒐
集
家
の
蔵
弄
に
井
せ
て
古
来
我
邦
に
側

存
せ
る
諸
家
牧
蔵
の
賓
箱
を
始
と
し
近
時
流
傷
の
名
蹟
に
至
る
ま
で
凡
五
百

餘
毘
之
を
一
堂
の
裡
に
展
列
し
て
一
般
の
鑑
賞
に
供
し
叉
＿帝
室
博
物
館
に
於

て
は
御
物
及
社
寺
図
賓
中
の
唐
宋
元
明
四
朝
の
名
蹟
穂
て
二
十
八
題
六
十
三

黙
を
陳
列
し
本
展
覧
會
と
連
絡
し
て
同
時
に
公
開
展
観
に
供
し
た
り
因
て

想
ふ
に
隋
唐
以
来
我
邦
支
邦
と
交
通
し
て
よ
り
千
三
百
年
此
間
支
那
綸
聾
の

我
邦
に
偉
末
せ
る
も
の
幾
許
な
る
を
知
る
べ
か
ら
ず
就
中
宋
元
北
宗
院
慨

甕
の
傭
来
最
も
多
く
彼
土
に
は
却
て
逸
低
せ
る
も
の
炒
か
ら
ず
之
に
反
し

支
那
に
は
元
明
南
宗
士
夫
の
粛
多
く
傾
襲
し
て
我
邦
に
は
其
聾
蹟
を
見
る
こ

と
希
な
り
し
が
這
回
の
展
覧
會
を
機
會
に
雨
國
の
牧
蔵
家
は
各
其
清
悶
を
開

き
希
有
の
唐
蹟
を
始
と
し
て
彼
我
合
拍
長
短
相
補
ひ
一
大
観
を
現
出
せ
る
こ

と
は
宜
に
空
前
の
盛
事
に
し
て
斯
界
の
慶
頼
何
事
か
之
に
加
へ
ん
や
此
展

覧
會
の
為
に
来
朝
せ
る
彼
土
の
人
士
は
我
邦
に
宋
元
名
霊
の
多
敷
に
重
襲
賓

護
せ
ら
る
4

に
驚
き
我
邦
の
人
士
は
元
明
の
劇
蹟
を
親
賭
し
て
多
年
の
渇
望

を
竪
し
た
る
が
如
し
是
に
由
て
之
を
観
れ
ば
此
企
劃
が
我
邦
文
化
の
進
展

に
寄
典
し
た
る
効
果
の
遠
且
大
な
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
ざ
る
な
り

品
の
多
敷
を
珂
羅
版
に
付
し
唐
宋
元
明
名
盟
大
観
と
名
づ
く

今
列

名
画
大
観
』
（
昭
和
四
年
。
東
京
美
術
学
校
文
庫
内
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会

・
代
表
北

浦
大
介
編
。
大
塚
巧
芸
社
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
記
は
同
書
の
正

工
芸
指
導
所
の
設
置

唐
宋
元
明
名
甕
展
覧
會
委
員

正
木
直
彦
識

な
お
、
同
書
の
栄
華
版
が
台
北
の
成
文
出
版
社
有
限
公
司
か
ら
同
じ
年
に
発

行
さ
れ
て
い
る
。

⑪
 

昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日
の
官
報
で
、
各
種
工
芸
産
業
の
改
善
発
達
を
図
る

た
め
の
工
芸
指
尊
所
（
商
工
省
管
轄
）
の
設
置
が
公
布
さ
れ
、
同
年
十
一
月
―
―
―

十
日
、
仙
台
に
国
立
工
芸
指
尊
所
が
開
所
し
た
。
初
代
所
長
と
な
っ
た
国
井
喜

太
郎
（
昭
和
十
八
年
三
月
辞
任
し
て
大
日
本
工
芸
会
理
事
長
に
就
任
）
は
、
同

所
の
方
針
に
つ
い
て
「
エ
藝
の
科
學
化
、
エ
藝
の
大
衆
化
、
エ
藝
の
輸
出
化
の

三
大
方
針
を
以
て
臨
ん
だ
」
と
記
し
て
い
る
（
「
工
芸
指
導
所
の
歩
ん
で
き
た
道
」

『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
第
十
七
巻
第
二
号
。

昭
和
二
十
四
年
二
月
五
日
）
。
こ
の
三
大
方

針
に
基
づ
い
て
、
帝
展
第
四
部
が
開
設
さ
れ
商
工
省
主
催
の
商
工
展
の
あ
り
方

が
批
判
さ
れ
る
な
か
、
工
芸
指
導
所
で
は
最
産
で
き
る
日
常
の
工
芸
品
を
研
究

し
て
工
芸
の
振
典
を
図
り
、
ま
た
、
粗
製
濫
造
と
批
判
さ
れ
る
輸
出
品
の
雑
貨

の
意
匠
を
研
究
し
、
輸
出
工
芸
の
振
輿
を
図
る
べ
く
活
動
を
続
け
た
。

本
校
工
芸
部
の
教
官
は
工
芸
指
追
所
の
開
所
に
は
参
画
し
て
い
な
い
が
、
鋳

造
科
の
杉
田
禾
堂
講
師
が
初
期
か
ら
第
二
部
（
金
工
）
長
を
つ
と
め
た
。
所
長

の
国
井
は
本
校
工
芸
部
教
官
と
商
工
展
審
査
を
は
じ
め
、
様
々
な
場
面
で
連
携

を
と
り
、
工
芸
の
発
展
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
鋳
造
科
教
官
の
高
村
豊
周

も
連
携
を
保
っ
た
一
人
で
、
卒
業
生
に
工
芸
指
導
所
へ
の
就
職
を
勧
め
、
そ
の

結
果
、
近
代
デ
ザ
イ
ン
運
動
の
担
い
手
の
育
成
に
一
役
買
っ
た
。

録
し
て
後
に
値
へ
ん
が
為
の
み
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国
立
工
芸
指
尊
所
は
昭
和
五
年
五
月
に
全
国
道
府
県
市
の
工
芸
技
術
官
約
六

十
名
を
招
集
し
、
全
国
工
芸
関
係
技
術
官
会
議
を
開
催
。
工
芸
品
製
造
技
術
な

ら
び
に
経
営
方
法
改
善
に
関
す
る
件
、
工
業
品
美
化
の
方
策
等
に
つ
い
て
審
議

答
申
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
の
ち
に
二
代
所
長
と
な
る
斎
藤
信
治
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
「
歴
史
的
な
工
芸
技
術
官
の
大
会
同
」
（
「初
期
の
工
芸
指
禅
所
の
事

業
」
『
テ
ザ
イ
ン

』
第
三
十
一
号
。
昭
和
一
＿一
十
七
年
四
月
）
で
あ
っ
た
。
因
み
に
『
東

京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
三
号
に
は
、
こ
の
会
議
に
出
席
し

た
本
校
卒
業
生
か
ら
の
通
信
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
問
題
点
と
し
て
、
本
校
卒

業
者
は
、
参
加
者
六
十
名
中
十
六
名
と
い
う
貧
弱
な
現
状
を
遺
憾
と
し
、
卒
業

者
が
年
若
い
と
し
て
も
各
機
関
で
頭
株
で
あ
る
こ
と
の
極
め
て
少
な
い
こ
と
、

従
来
本
校
卒
業
者
は
個
人
主
義
的
な
色
彩
が
濃
く
、
各
卒
業
者
間
及
び
母
校
の

連
絡
等
に
就
き
極
め
て
無
関
心
だ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
今
後
は
杉
田
禾
堂
が
連

絡
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
申
し
合
せ
て
い
る
。

同
指
樽
所
は
、
昭
和
七
年
頃
か
ら
毎
年
、
本
校
の
図
案
科
を
は
じ
め
と
す
る

工
芸
諸
科
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
か
ら
卒
業
生
を
採
用
し
た
。
剣
持
勇
は
「
エ

芸
指
禅
所
の
初
期
の
頃
」
（
『デ
ザ
イ
ン
』
第
三
十
一
号
）
で
、
そ
の
頃
を
「
潜
在

的
な
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
観
を
呈
し
た
」
と
回
想
し、

集
ま
っ
た
人
材
は

「
も
は
や
美
術
工
芸
と
か
、
応
用
美
術
の
ワ
ク
の
中
で
は
呼
吸
で
き
な
い
思
想

と
眼
を
、
直
観
的
に
そ
な
え
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
同
所
は
本
校
に
学

び
、
新
し
い
工
芸
に
め
ざ
め
た
学
生
が
、
新
進
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勉
強

し
、
展
開
し
て
い
く
得
が
た
い
場
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
左
記
は
そ
う
し
た

学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
芳
武
茂
介
（
エ
芸
科
鍛
金
部
昭
和
十
年
三
月
卒
業
）
の

回
想
記
で
あ
る
。

当
然
の
な
や
み
が
起
こ
り
、
そ
し
て
考
え
つ
い
た
。
技
術
は
上
達
す
る
必

要
な
し
、
但
し
そ
の
甚
本
を
学
生
の
う
ち
に
体
得
す
べ
し
と
。

手
仕
事
の
鎚
金
法
は
、
プ
レ
ス
作
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
金
属
飯
の
伸

び
縮
み
が
成
型
に
ど
ん
な
影
響
を
あ
た
え
る
か
、
絞
り
限
度
は
ど
れ
程
か
、

仕
事
の
糸
口
を
教
わ
る
に
は
、
大
い
に
先
輩
の
仕
事
を
手
伝
う
べ
し

、

専
攻
の
実
技
は
、
デ
ザ
イ
ソ
を
学
ぶ
た
め
の
て
だ
て
と
す
べ
し
、
私
は
す
っ

か
り
割
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

偶
々
私
が
工
業
的
に
進
ん
だ
「
金
工
」
を
専
攻
し
た
こ
と
は
、
却
っ
て
デ

ザ
イ
ン
ヘ
の
開
眼
を
早
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

私
達
の
下
手
な
仕
事
は
見
る
見
る
う
ち
に
キ
レ
イ
に
修
理
さ
れ

化

粧

さ

れ

こ。f
 

東
京
美
術
学
校
の
こ
ろ

私
は
昭
和
五
年
に
東
京
美
術
学
校
に
入
っ
た
。

丁
度
関
東
大
震
災
の
復
興
を
記
念
す
る
行
事
が
あ
っ
て
、
帝
都
復
興
ェ
ー

ゾ
、

ニ
ー
ゾ
ー
と
い
う
唄
が
は
や
っ
て
い
た
。

工
芸
の
金
工
科
の
生
徒
と
し
て
学
年
が
進
む
に
つ
れ
、
自
分
の
学
び
つ
つ

あ
る
技
術
が
職
業
と
し
て
将
来
成
り
立
つ
だ
ろ
う
か
と
い
う
困
っ
た
な
や
み

に
と
り
つ
か
れ
た
。

一
枚
の
銅
板
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
兎
や
栗
の
置
物
、
竜
や
獅
子
の
こ
ま
か

め

ぬ

き

い
目
抜
は
、
明
治
の
巨
匠
と
い
わ
れ
た
人
達
の
作
品
で
貴
重
な
手
本
で
あ
ろ

う。
こ
の
よ
う
な
技
術
者
の
現
存
す
る
最
高
峯
を
た
ぐ
っ
て
見
て
も
、
若
い
私

達
に
は
ピ
ン
と
来
る
も
の
が
甚
だ
少
な
か
っ
た
。
私
達
は
金
工
の
「
絞
り
」

や
「
ロ
ク
ロ
」
や
「
メ
ッ
キ
」
を
た
の
み
に
小
さ
な
町
工
場
に
出
入
し
た
。
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上
級
生
の
佐
藤
潤
四
郎
も
余
り
「
打
出
し
」
は
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ

の
頃
町
工
場
で
や
り
出
し
た
酸
素
鉛
接
を
盛
に
用
い
て
、
学
校
の
課
題
を
手

際
よ
く
片
づ
け
て
い
た
。

専
攻
実
技
を
私
な
り
に
体
得
し
た
つ
も
り
で
、
絵
画
や
彫
塑
を

一
生
懸
命

に
や
っ
た
。
こ
れ
ら
は
共
通
の
課
目
だ
っ
た
か
ら
図
案
科
の
生
徒
も
一
緒

だ
。
自
分
の
手
を
モ
デ
ル
に
し
た
彫
塑
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
小
池
岩
太
郎
の
作

品
は
実
に
ノ
ビ
ノ
ビ
と
し
て
立
派
だ
っ
た
。

す
で
に
滴
州
事
変
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
教
練
は
や
か
ま
し
か
っ
た
。
小

池
は
い
つ
も
小
隊
長
の
よ
う
な
役
目
で
長
い
剣
を
釣
っ
て
い
た
よ
う
に
思

ぅ
学
課
は
東
西
の
美
術
史
、
金
工
史
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
こ
の
学
課
は
京

都
奈
良
の
修
学
旅
行
に
大
変
役
立
ち
、
あ
と
の
欧
米
旅
行
に
も
ま
た
役
立
っ

こ
。

t
 学

生
時
代
に
日
本
の
古
典
を
ま
と
め
て
見
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
。

今
で
も
不
思
議
に
思
う
の
は
、
当
時
漆
工
芸
の
将
来
性
に
典
味
を
持
つ
先

生
方
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン

・
ジ
ュ
ナ
ソ
が
仏
印
産
の
漆
で
新
し
い
壁
画
を
試
み

〔
文
立
欠
落
ヵ
〕

て
評
判
と
な
り
、
こ
の
頃
帰
朝
さ
れ
た
津
田
信
夫
先
生
あ
た
り
の
吹
聴
に
よ

る
も
の
ら
し
い
。
但
し
美
術
工
芸
界
に
漆
時
代
は
と
う
と
う
来
な
か
っ
た
よ

う
に
思
う
。

工
芸
の
学
生
は
当
時
、
高
村
豊
周
先
生
達
の
新
し
い
工
芸
美
術
運
動
で
あ

る
「
元
型
」
の
展
覧
会
に
入
選
す
る
こ
と
が
大
変
な
魅
力
で
あ
っ
た
。

今
考
え
る
と
「
完
型
」
で
育
っ
た
当
時
の
新
人
は
誰
ひ
と
り
日
展
で
活
躍

し
て
い
な
い
。

〔帝〕

私
の
学
生
時
代
は
日
展
に
工
芸
部
が
設
け
ら
れ
て
た
ぶ
ん
五
、
六
年
程
の

若
さ
だ
っ
た
と
思
う
。

私
も
新
し
い
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
の
つ
も
り
で
日
展
に
入
選
し
受
裳
す

る
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

〔
牢
固
〕

し
か
し
ロ
ー
コ
と
し
て
揺
が
ぬ
旧
勢
力
に
、
佐
藤
潤
四
郎
も
私
も
と
う
と

う
訣
別
し
て
し
ま
っ
た
。
吉
田
丈
夫
や
三
輪
智

一
、
内
田
邦
夫
も
皆
や
め
て

し
ま
っ
た
。
思
え
ば
私
達
の
訣
別
は
遅
す
ぎ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

田
舎
者
の
私
は
東
京
に
出
て
感
激
す
る
も
の
が
沢
山
あ
り
過
ぎ
た
。

「巴

里
祭
」
「
巴
里
の
屋
根
の
下
」
「
会
議
は
お
ど
る
」
な
ど
の
し
ゃ
れ
た
映
画

を
何
遍
も
見
て
廻
っ
た
り
、
先
代
の
羽
左
衛
門
や
菊
五
郎
の
芝
居
、
文
楽
の

「
配
屋
」
や
「
野
崎
村
」

ー

。

伝
統
に
つ
き
ま
と
う
因
襲
と
た
た
か
っ
て
破
れ
た
猿
之
助
の
春
秋
座
や
角

カ
の
天
竜
事
件
な
ど
、
己
が
仕
事
の
世
界
を
省
み
て
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も

の
が
あ
っ
た
。

私
達
は
学
校
外
で
新
し
い
刺
戟
を
う
け
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
運
動
が
多
く
の

雑
誌
で
紹
介
さ
れ
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
ら
れ
た
水
谷
武
彦
先
生
の
話
を
き
き
、

資
料
を
見
せ
て
貰
い
お
ど
ろ
い
た
。
銀
座
に
あ
っ
た
川
喜
田
煉
七
郎
の
研
究

所
に
夜
通
う
も
の
も
出
初
め
た
。

三
、
四
年
後
輩
に
金
子
徳
次
郎
や
小
杉
二
郎
な
ど
が
入
っ
て
来
た
頃
か

ら
、
工
芸
科
の
空
気
は
一
変
し
た
よ
う
に
思
う
。

徒
弟
的
で
家
族
的
な
教
室
に
穴
が
あ
い
て
、
日
光
と
風
が
吹
き
こ
ん
で
来

〔文
迂
欠
落
力
〕

た
み
た
い
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
工
芸
界
に
若
手
の
舞
台
で
な
く
な
っ
た
の
も

こ
の
頃
か
ら
だ
と
思
う
。
昭
和
十
年
私
は
学
校
を
出
る
と
な
す
こ
と
も
な
い

ま
ま
に
、
研
究
科
に
残
っ
た
。

399 第 6節 昭和 3年



夏
や
す
み
も
近
い
七
月
の
あ
る
日
、
高
村
先
生
に
呼
ば
れ
、
仙
台
に
あ
る

商
工
省
工
芸
指
濁
所
に
入
ら
な
い
か
と
奨
め
ら
れ
た
。

東
京
を
離
れ
る
こ
と
は

一
寸
悲
し
か
っ
た
が
、
二
、

三
年
の
つ
も
り
で
つ

と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が

二
十
六
年
間
も
居
着
い
て
し
ま

っ
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
新
し
い
天
地
が
新
緑
の
原
っ
ば
み
た
い
に
広
が
っ
て
い

た
。
日
本
工
芸
の
再
出
発
こ
そ
、
産
業
と
い
う
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
し
デ
ザ
イ

ン
の
立
場
で
検
討
さ
れ
る
環
境
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
会
っ
た
数
人
の
先
輩
と
知
故
は
、
は
か
ら
ず
も
日
本
デ
ザ
イ
ン
運

動
の
活
動
期
を
切
り
開
い
た
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

す
で
に
豊
口
、
剣
持
、
藤
井
、
安
倍
、
西
川
の
諸
兄
が
お
り
、
私
と
同
じ

頃
に
明
石
、
金
子
、
小
杉
、
小
池
岩
の
諸
君
、
そ
し
て
山
脇
巌
、
小
池
新

二
、
勝
見
勝
、
福
岡
縫
太
郎
、
八
井
孝
二
の
諸
兄
と
も
同
じ
釜
の
メ
シ

を
喰

う
こ
と
に
な
っ
た
。
〔
下
略
〕

（
『
デ
ザ
イ
ソ
』
第
三
十
五
号
。
昭
和
一
――十
七
年
八
月
。
数
字
は
漢
数
字
に
統

一

し
た
。）
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